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＜病棟連絡事項＞
・フェーズは2に下がりましたが、面会は引き続きモニターのみ対応となります。
退院に繋がる外出泊は可能です。主治医へ確認していきましょう。
・納会おお知らせがあります。各自掲示板を参照下さい。

くじは1人20口までです。
・食事の早出し対応者は現時点で18名です。2枠空きあります。
＜ベッドコントロール＞

特記なし。
＜患者様連絡事項＞
・鈴木　達也様～12/10（火）14:00～青山荘へ見学となります。
・中里　慶子様～12/10（火）14:00～青山荘へ見学となります。
・坂本　敏子様～インフル証は家族様へお渡ししています。12/8 10:00～16:00
       　　　　　外出希望あり申請しています。明日診察で主治医へ外出可か確認を
　　　　　　　　　お願いします。許可出なかった際は家族様へ連絡してい下さい。
・鈴木　留美子様～12/4～3泊で外泊希望あり申請しています。汚染衣類ある為家族様来院時渡して下さい。
・山本　京子様～本日より外泊予定です。任意切り替えについてや任意切り替え後に3泊の外泊訓練を実施することを夫様へ説明

・赤坂　フミヱ様～栄養へ早出しの連絡をしています。本人より希望があった衣類は三男様へ連絡し依頼しています。本人の洗濯物が南病棟より届いています。家族様来院時お渡しして下さい。
・西　和世様～ラクフィア止め連絡を再度しています。再開時は栄養へ
　　　　　　　連絡お願いします。
・中山　真由美様～不眠時マイスリー20回分処方いただいています。

・梅津　未帆様～12/6 16:00、12/9 16:00それぞれ都合付くとの事で主治医面談

　　　　　　　　予定です（2日とも特別診察室で予約済み）。
＜要注目患者様ケース検討＞
・荒川　スヂエ様～咳嗽、鼻汁続いています。体調確認には「なんも大丈夫！」と返答ありますが、VS異常や感冒症状悪化あった際は主治医へ情報提供していきましょう。
・沼山　真紀子様～自身が映っている写真を外してほしいと訴えあります。表情の硬さあり「養子だ」と妄想言動もあります。1週間で3食（数口）しか摂取されていません。精神症状観察・食事摂取促していきましょう。
・長瀬　伸也様～退院許可が主治医より出ている、裁判所に呼ばれていると妄想言動あり、診察後も同内容と病院を訴えると興奮している様子がありました。いつも以上に足音をたてて徘徊ある為、他者トラブルないよう適宜対応していきましょう。

・川口　八寿子様～作業への参加あり日課は取り組み良好です。話し出すと止まらない傾向にありますが過度ではないです。男性医師へニヤつく事はありますが、逸脱行為や奇異な言動はありません。
・秋田谷　妙子様～罪業妄想や不安感訴えなく日課問題なく取り組まれています。
・本田　未来様～本日も頓服、スタッフ傾聴にて対応しています。作業療法はほとんど参加されていないようです。病棟スタッフからも参加促しをしていきましょう。

・夏坂　禎様～帰宅要求続いていますが、易怒性なく落ち着いて過ごされています。リハパンへの失禁あり自身で処理がうまくできていないようです。尿臭もある為、更衣促しや身辺整理は介助していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・内山　陽大様～スマホに関しては条件付きで(母様より使用条件あり。・1日30分の使用で動画はあまり見ないように)使用許可となる。
退院に関しては、入院前の母様への行動は反省していると話され退院に向けて準備して行ければと前向きな言動聞かれている。
喉の違和感に関しては、痛みの波があるがトローチでは改善なく疼痛も持続している事から、ロキソプロフェン(60)3T　3×
が処方となり、うがい薬も使用して下さいとの事。
他、コントミンが中止となり継続処方となる。
・鈴木　達也様～診察時は主治医からの問いに小声で返答されている。スマホの使用に関してもあまり使い過ぎないようにと軽く指導受けている。
スタッフとの外出に関しては、日常品の買い物のみであれば許可となる。
変更無く継続処方となる。
・田端　香織様～レストランなどの人混みは遠慮して頂きたい事、カラオケは家族内で短時間ならとの事で説明受けている。
流延持続されている事から、オランザピン(2.5)　1Ｔ→(1.5)　1Ｔへ減量となり他継続処方となる。
・八森　啓子様～診察時は、一旦家に帰らせてください、妹様の意向ばかり通って自分の意思が通らないと不満訴えている。また、下剤を増やしてほしいとの訴えあり、センノシド　2T→3Tへ増量となり、他継続処方となる。また主治医より、妹様を交えて面談をしようと思っているといった説明を受け了承されている。
＜皮膚科診察情報＞

・田名部　幸子様～皮膚乾燥著明。両手→デルモゾールDp軟膏
その他部位→ユベラ軟膏　それぞれ処方あり。
医師より洗い過ぎないよう伝えられている。
・川口　八寿子様～両足多汗であるが特変なしとのこと。
テルビナフィンクリーム処方となる。
診察中、終始医師の方を見つめニヤニヤしている。
・福井　宏様～両上肢、背部、両下腿に暗紅色斑、掻痕多数で慢性湿疹とのこと。
デルモゾールDp軟膏3本処方あり。
両趾爪の混濁、過伸長あり。爪カットした。
処置には協力的で終始にこやか。
＜深澤Dr.患者様退院支援委員会会議＞
・山本　久美子様～家族は当院関連施設への申し込みを希望しています。日中活動へも拒否的であり、妄想に左右されて独語も聞かれていることから受け入れ施設の選定が困難な状態です。
本人拒否あり実施できていませんが、おいおい家族面会を予定しています。
・中山　真由美様～本人は自宅、家族は施設を希望しています。青山荘について検討しましたが本人は生活保護への変更にも拒否的であり退院先の選定が難航しています。
・金山　辰巳様～家族は施設を希望しています。入浴拒否が強いことから受け入れ可能施設の選定が困難な状態です。
